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感 謝 ～あらlがこう～
朝、校門のところで、登校してくる生徒たちの様子を見るのは、私の楽しみになつてい

ます。生徒たちとのちょつとしたやりとりから、たくさんのパワーをもらつています。毎

朝、さわやかな挨拶で登校してくる生徒がいます。 「元気ですね。」と声をかけると「あ

りがとうございます。」と笑顔で応えます。寒さの厳しい朝でも、このようなやりとりは

心を温かくします。改めて「ありがとう」という言葉は、人を幸せにする素敵な言葉だな

と感じます。

生徒たちは、将来、社会で活躍していきます。社会の中で自分の力を発揮していくため

には、人とのかかわりが重要になります。良好な人間関係を築く上で、「感謝する心」は

大きな強みとなります。

また、感謝することができるのは、自分自身をしつかりと見つめることができているか

らだと思います。自分の成長に気付き、支えてくれている人やものが何かを感じることが

できている証拠です。 「ありがとう」は言われる人だけでなく、言つている本人も幸せを

感じています。

現在、 1、 2年生は「3年生を送る会」に向け、準備を進めています。青嶺祭をはじめ

とする行事、生徒会活動、部活動など、これまで、様々な活動の中で 3年生に支えられて

きました。 3年生への感謝の思いを形に表そうとしています。また、3年生は、特別支援

学校、私立高校、高専等の入試が終わり、残すは公立高校の入試となりました。この入試
が終わると進路が決定します。そして、卒業です。今まで支えてくれた仲間、家庭、地域

などにしっかりと感謝を表したいです。
「ありがとう」の語源を調べてみると、「有り難し

となっているようです。滅多にないことや珍しいこと

を指していたのが、貴重な出来事に対しての感謝の言

葉となり、現在のようにお礼の言葉として使われるよ

うになったそうです。私たちがこの世に生まれてくる

こと自体、有り難い (あ りがたい)こ とであり、命を

授かった奇跡に感謝の気持ちが湧いてきます。
これから一か月、たくさんのありがとうが富中に浴

れていくことを期待しています。そして、素敵な卒業

式・修了式をすべての生徒が迎えられることを楽しみ

にしています。

(あ りがたし)」 という言葉がもと

立志式で合唱を披露する2年生

令和6年度事み:部活動⑭時間が甕稀麟鰺鐵

最長の部活動終了時刻 17時 15分 →  17時 00分 (完全下校 17時 15分 )

・部活動だけでなく、生徒が自分で判断して、様々なスポーツや文化的活動、地域の活動、学業
の充実に進んで取り組んでいけるようにしたいです。 (主体的な時間の活用 0活動の幅)

・授業や様々な教育活動の準備のための教員の時間を確保します。
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3年間、仲間と力を合わせ、学びを深めてきた3年生がいよいよ卒業になります。新た

なステージヘと旅立つ 3年生を励ますために、全校生徒で心を込めて門出を祝いたいと考

えています。感染症対策に努め、全校生徒参加の卒業式にします。地域の皆様にも多くの

方にご臨席賜りたいところですが、会場の関係で、教育委員様、市議会議員様、区長会長

様、青少年育成連絡会長様、支所長様、学校運営協議会委員様、PTA本部役員様に限ら

せていただきます。よろしくお願いいたします。

日 時 3月 19日 (火 )

受 付 午前 8時 50分から9時 10分 (保護者 :体育館入口 来賓 :職員玄関)

開 式 午前 9時 30分 (卒業生入場 9時 25分) 11時 終了予定
・来賓の皆様は正門側駐車場、保護者の皆様

は富岡中グラウンドを駐車場としてご利用

ください。 (正門側駐車場利用には駐車券

が必要です。)

・体調の悪い方のご参加はご遠慮願います。

なお、換気や座席間の間隔の保持等、感染

症対策を施しますが、マスクの着用や手指

消毒等、各自でも判断して感染症対策を行

うようにしてください。
私立高校 合格のお礼を伝える3年生
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来年度より、PTAは任意加入となります。それに伴い、本年度のPTA役員の皆様が

中心となって、組織体制や活動内容について、会員の皆様にアンケー トを取りながら見直

してきました。新たなPTAは、企画や運営を中心となつて進める「本部役員」、企画や

運営の補助をする「富中サポーター」、企画や運営に協力する「ボランティア」で構成さ

れます。役員については、今までのように、地区や学年毎に決められた人数を選出すると

い うものではなくなります。任意加入 とな りま

すが、多くの方の賛同を得て、 90%を 超える

方が会員 となる予定です。

活動内容も「できることを、できる範囲で」

行つていきます。現在のところ、奉仕作業、資

源回収、広報誌 「つばさ」の発行、行事の駐車

場開放、学びあい・交流活動などを行つていく

予定です。参加のノルマはありません。ぜひ、

生徒たちの学びの充実のため、学校の教育活動

を盛 り上げていくために、引き続きのご協力を

よろしくお願い します。 2月 3日実施 資源回収の様子

粽爾飩笏睫鯰輪饒孟

購買を取り扱う学生協より、組合員様の利用金額に合わせ、還

元金が支給されました。今年度は71, 158円でした。生徒用

貸出スリッパ、少年新聞、辞書、再生紙など、全校生徒が使用す

るものを購入し、有効に活用させていただいています。なお、本

年度の残金で、全校生徒に蛍光ペンを購入し、配布します。


